
達成度 ％ - -

Ⅹ-1 ライフサイエンス分野の研究開発の重点的推進及び
倫理的課題等への取組

事業番号 0267

　　　　　　　　　　　　　平成２４年行政事業レビューシート　　　　(   文部科学省)
事業名 オーダーメイド医療の実現プログラム 担当部局庁 研究振興局 作成責任者

事業の目的
（目指す姿を
簡潔に。3行程

度以内）

　がん・生活習慣病等の国民の健康に特に影響を与える疾患について、全国55病院の協力によるオールジャパン体制
で関連遺伝子の探索・解明等を行い、　個人個人に最適な予防・治療を提供することを可能とする医療の実現を目指
す。

事業開始・
終了(予定）年度 平成20年度～ 担当課室 研究振興戦略官付

研究振興戦略官
岡村　直子

会計区分 一般会計 施策名

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
－

関係する計画、
通知等

第４期科学技術基本計画（平成２３年８月閣議決定）

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　第1期事業（平成15年度～平成19年度）で収集した、世界最大規模の約30万症例の血液サンプルや臨床情報(バイオ
バンク・ジャパン)を活用し、発がん、生活習慣病リスクに関連する疾患関連遺伝子・薬剤応答性遺伝子の確定、生活習
慣などの環境要因を発見し、これらの成果を予防・診断・治療への展開に繋げるため、疾患関連遺伝子研究等を推進
するとともに、ＥＬＳＩ（倫理的・法的・社会的な取り組み）についての調査研究を実施する。

実施方法 □直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

計

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 2,718 2,027 1,560

23年度 24年度

繰越し等 - - -

1,560 1,730

補正予算 - - - -

2,718 2,027 1,560 1,560 1,730

-

執行額 2738※ 2,027 1,560

執行率（％） 100.7% 100.0% 100.0%

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

23年度成果指標 単位

発見された疾患関連遺伝子候補及び薬剤応答
性遺伝子候補の数（累積）

21年度

-

21年度 22年度

目標値
（　　年度）

成果実績 件 23 51 77 -

22年度

単位

発表論文数 活動実績 本

23年度 24年度活動見込

単位当たり
コスト

　論文１本あたりのコスト
71（百万円／本）

算出根拠
単位当たりコスト　＝　H23までの投入費用（9,099百万円）　／　H23ま
での論文発表数（127本）

36

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標

24年度当初予算 25年度要求 主な増減理由

27 ―

(        -          )(        -          ) (      30        )

43

科学技術試験研究委託
費

1,559.5百万円 1,729.5百万円 日本再生戦略に関する「特別重点要求」(ライフ分野)　340百万円

疾患関連遺伝子に係る共同研究の推進のための増

委員等旅費 0.3百万円 0.3百万円

職員旅費

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

0.2百万円 0.2百万円

費　目

計 1,560百万円 1,730百万円



平成２２年行政事業レビュー 平成２３年行政事業レビュー0268 0253

事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 評価に関する説明

目
的
・
予
算
の

状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。 当事業は、第４期科学技術基本計画及び日本再生の基
本戦略、医療イノベーション推進の基本的方針等におい
て重要事項として位置づけられているライフイノベーショ
ンに資するものであり、国として事業の進捗を管理しなが
ら推進する必要がある。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
となっていないか。

－ 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

競争的資金による事業ではないが、一部研究課題につ
いては、ＨＰ等で周知した上で公募を実施し、その妥当
性や競争性を確保している。また、研究予算の重点化を
検討するなど、コスト削減に努めている。
なお、委託費の交付決定に当たっては、事業経費の費
目・使途の内容を厳正に審査するなど、その必要性につ
いて適切にチェックを行っている。

○ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

－ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途

△ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

点
検
結
果

○平成24年度には、第三者の有識者からなる事後評価委員会を開催しており、一部の研究課題については、事後評価の結果を踏まえて24
年度後半の予算配分を検討し、効果的な事業運営を実施すべき。

○また、我が国全体のゲノム研究を見すえつつ、今期事業終了後のバイオバンクジャパン及び疾患関連遺伝子研究のあり方について検討
を開始しており、検討結果については、次期事業の運営に反映させるべき。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。
当事業は、研究の推進に当たって、遺伝子や血清のバ
ンクのための機器・施設が継続的に必要となるため、国
が拠点を定めて集中的に整備することで、効率的かつ実
効性の高い運用を行っている。
また、研究内容については、プロジェクトリーダーの進捗
管理および推進委員会による評価を行うことで、着実な
実施に努めており、活動実績も見込みに見合った成果を
出している。また、大学や研究機関との共同研究におい
て、整備された機器・施設が活用されている。
　本事業は疾患コホート研究であり、「東北メディカル・メ
ガバンク」は健常人コホート研究である。本事業の事後
評価委員会における評価結果や、「医療イノベーション5
か年戦略」（平成24年6月 医療イノベーション会議）や「東
北メディカル・メガバンク計画検討会提言」（平成24年6月
東北メディカル・メガバンク計画検討会）等における指摘
を踏まえ、当該事業との具体的な連携方策について検
討を進めている。

○

類似の事業があるか。その場合、他部局・他府省等と適切な役割分担と
なっているか。

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

　※類似事業名とその所管部局・府省名 東北メディカル・メガバンク計画

○

補記　（過去に事業仕分け・提言型政策仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

縮
減

プログラム運営に係る経費について見直しを行うことでコスト縮減に努め、平成２４年度概算要求において▲１百万円反映した。

一
部
改
善

１．事業評価の観点：本事業は、オールジャパン体制で個人の遺伝情報に応じた医療の実現を目指し、遺伝子研究等を行う研究開
発に関連した公募型事業である。

２．所見：本事業は、平成２２年度レビュー等の指摘を踏まえ、２４年度において予算の縮減を図るなど一定の見直しを図ったことは
評価できる。引き続き、事業の効果的・効率的な実施を目指し、コスト削減等に努めるべきである。

予算監視・効率化チームの所見

関連する過去のレビューシートの事業番号

※年度中に20百万円を流用増している。

事業のＨＰ：「オーダーメイド医療の実現プログラム」　　http://www.biobankjp.org/

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）



資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

文部科学省
1,560百万円

Ａ．バイオバンクの運営・遺伝子多型情報の高度化
　1,360百万円
　大学・病院等（全14機関）

職員旅費　    0.2百万円 を含む

【随意契約・委託】

疾患関連遺伝子研究、ＥＬ
ＳＩ課題を審査・選定し、プ
ロジェクト全体のマネジメ
ントを実施

B．疾患関連遺伝子研究・ＥＬＳＩに関する検討
　200百万円
　大学・病院等（全25機関）

【公募・委託】

２０万人３０万症例のＤＮＡ・血清・臨床情報を集め
たバイオバンク・ジャパンの運営、データベース構
築
疾患関連遺伝子研究のための遺伝子解析

疾患関連遺伝子研究の推進、ＥＬＳＩ（倫理的・法
的・社会的な取り組み）についての調査研究の実
施



A.医療法人徳洲会 E.

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

使　途
金　額

(百万円）

業務実施費 臨床情報収集業務等 362

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

0計 362 計

B.国立大学法人東京大学 F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

1

消耗品費（試薬類、理化学機材類） 33

業務実施費
国内外旅費

雑役務費（資料整理、学会参加費） 2

その他（会議開催費、通信運搬費、借
損料、消費税相当額）

1

人件費
業務担当職員、補助者に係る人件
費

4

一般管理費 4

0計 45 計

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

0計 0 計

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0



支出先上位１０者リスト
A.

B.

企画競争 -

9 学校法人日本医科大学

10 国立大学法人九州大学 メタボリック・シンドローム関連疾患における個別化医療の実現 7

新規に同定された子宮内膜症関連遺伝子の発現様式の解析 —子宮内膜症オーダーメイド治療基盤開発に向けて— 8

企画競争 -

企画競争 -

企画競争 -

8 独立行政法人国立国際医療研究センター メタボリック・シンドローム関連疾患における個別化医療の実現 8

7 地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター 骨・筋肉関連疾患における遺伝情報に応じた個別化医療の実現 9

企画競争 -

5 国立大学法人東京医科歯科大学

6 学校法人東京女子医科大学 骨・筋肉関連疾患における遺伝情報に応じた個別化医療の実現 9

ゲノム網羅的解析情報を基盤とするオーダーメイドがん医療 9

企画競争 -

企画競争 -

企画競争 -

4 財団法人日本公衆衛生協会 先端医科学研究に関する倫理的・法的・社会的課題についての調査研究 11

3 国立大学法人名古屋大学 骨・筋肉関連疾患における遺伝情報に応じた個別化医療の実現 12

企画競争 -

2 独立行政法人科学技術振興機構 科学技術振興による研究開発の推進に関する支援業務 14 企画競争 -

1 国立大学法人東京大学 メタボリック・シンドローム関連疾患における個別化医療の実現 45

入札者数 落札率支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

随意契約 -

2 独立行政法人理化学研究所

1 医療法人徳洲会 血清サンプルおよび臨床情報の収集 362

疾患関連遺伝子等の探索を効率化するための遺伝子多型情報の高度化 337

随意契約 -

随意契約 -

随意契約 -

3 国立大学法人東京大学 バイオバンクの構築と臨床情報データベース化 261

4 学校法人日本医科大学 血清サンプルおよび臨床情報の収集 93

随意契約 -

6 学校法人日本大学

5 順天堂大学 血清サンプルおよび臨床情報の収集 92

血清サンプルおよび臨床情報の収集 80

随意契約 -

随意契約 -

随意契約 -

7 学校法人岩手医科大学 血清サンプルおよび臨床情報の収集 35

8 公益財団法人がん研究会 血清サンプルおよび臨床情報の収集 20

随意契約 -

9
地方独立行政法人東京都健康

長寿医療センター 血清サンプルおよび臨床情報の収集 17 随意契約 -

10
地方独立行政法人大阪府立病院機

構大阪府立成人病センター 血清サンプルおよび臨床情報の収集 17


